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期間中、講演会や4次元宇宙シアターでの映像コンテンツ上映など、関連イベントを開催予定です。詳細は総合博物館のWebサイトをご覧ください。

大学という教育研究機関では、その歴史の始まりから現在に至るまで、様々な
教育や研究活動、成果の広報やアウトリーチのために、多様な視覚化、表現が
試みられてきました。しかし過去の教育用模型、掛図の制作過程や資料購入の
経緯については、詳細な記録が存在することは稀有で、当時の研究者や教員たち

の意図を知りたくとも、それを確かめる術は多くはありません。それでも、一つ一つ
の模型の精巧な作りや掛図の表現を見ていくと、当時の研究者や教員たちが、
それぞれの伝達内容や対象、社会背景に応じてより適切な工夫を施し、こだわり
を追求しながら創作したのだと想像するに難くありません。
本展では、旧制三高や京都帝国大学の時代から現代において、京都大学の研究者
や教員が購入、もしくは制作した工学、理学、農学、医学などの各種教材やコンテンツ
を展示いたします。また、これらを「学術研究を伝える／伝え合う」ためのデザインと
とらえ、学術研究における視覚的表現である「アカデミック・ビジュアリゼーション」
のプロセスもあわせて紹介します。

京都大学総合博物館　平成27年度特別展

研究を伝えるデザイン 研究者の思いをかたちにする工夫とこだわり

2015年10月7日（水）ー11月8日（日）　京都大学総合博物館

研究を伝えるデザイン

京都大学総合博物館
〒606-8501  京都市左京区吉田本町
TEL. 075-753-3272
FAX. 075-753-3277
info@inet.museum.kyoto-u.ac.jp
http://www.museum.kyoto-u.ac.jp/
アクセス
市バス停留所「百万遍（ひゃくまんべん）」より徒歩約2分
京阪「出町柳駅（でまちやなぎ）」より徒歩約15分
※駐車場がありませんので公共交通機関をご利用ください。
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開館時間：9時30分－16時30分
入館は16時まで／平日・祝日にかかわらず月曜日、火曜日休館

観覧料：一般400円、高校・大学生300円、小・中学生200円
20人以上の場合は団体割引あり／身体障害者手帳等をお持ちの方、および70歳以上の方は無料

※本展示の一部は、2015年11月下旬～12月上旬、京都市立芸術大学へ巡回予定です。
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上左：医学教育を目的とした精密なヒト胎児三次元モデルの構築
（京都大学大学院医学研究科附属先天異常標本解析センター、京都大学学術情報メディアセンターコンテンツ
作成室 制作）

上中：説明用アネロイド気圧計
（京都大学総合博物館 蔵）撮影：不可三頼子

上右：カイコ模型
（京都大学総合博物館 蔵）撮影：益永研司

下：消滅危機言語の研究と連動した創作童話絵本
（ひよどり保育園 花城千枝子、京都大学大学院文学研究科言語学研究室、京都大学学術情報メディアセン
ターコンテンツ作成室 制作）

文化を伝える

附属天文台初代台長である山本一清博士が収集した剥製。山本博士は市民への
天文学の普及に熱心だったこともあり、花山天文台は今でも“アマチュア天文学の
聖地”とも呼ばれている。これらの剥製は市民向けの講演用に日本では見られない
動物の名がつけられた星座を紹介するために用いたと考えられる。

剥製（サソリ、サイチョウ）
書籍「星座の親しみ」（山本一清 著）
山本博士による解説風景
（いずれも京都大学理学研究科附属天文台 蔵）
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機能を伝える

細胞死（アポトーシス）のシグナル伝達機構の起源に関する論文
のグラフィック・アブストラクト
（論文タイトル：Evolutionary analyses of caspase-8 and its paralogs: Deep 
origins of the apoptotic signaling pathways / カスパーゼ8とパラログ遺伝子
の分子進化的解析から判明したアポトーシス-シグナル伝達機構の起源）
（京都大学大学院生命科学研究科 酒巻和弘、京都大学学術情報メディアセンター
コンテンツ作成室 制作）

近年、研究分野によっては、論文や学術的な記事の投稿にグラフィック・アブスト
ラクトと呼ばれる要旨を視覚化した図やイラストを掲載要件とするものも増えてきて
いる。本イラストは、生命科学分野のオンラインジャーナル「BioEssays」に掲載
された研究内容を1枚に要約したもの。

構造を伝える

京都帝国大学創立当時に購入された教育用模型の一つ。全木製の本模型は樹種
同定から我が国で製作されたことが判明している。細部に至るまで本物同様に精密に
製作されており、できるかぎり欧米の先進技術を学び取ろうという当時の意気込み
が伺える。理工科大学機械工学科では、1898年より「機関車」の講義が開講、つづ
いて「往復式蒸汽機関」「機械設計法」「鉄道車輌」等の科目も開講されている。

木製蒸気機関車模型
（京都大学総合博物館 蔵）

京都帝国大学一覧（従明治三十三年　至明治三十四年）
（京都大学大学文書館 蔵）


